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学校祭が終わって、勉強モードへの切り替え

はできていますか。明日の全員模試に続いて来

週は、大学出前講座が開かれます。

貴重な機会です。進路の参考になる

よう、真剣に講義を受けましょう。

講座名・講 師・依頼大学・講座テーマ

１ 看護系 名寄市立大学 看護学科 南山祥子教授

２ 医療系（理学・作業療法） 北海道医療大学 理学療法学科 多田菊代助教

医療職を目指すみなさんへ、いま伝えたいこと～理学療法士の立場からの提言～

３ 医療系（検査技士）北海道科学大学 診療放射線学科

「菊池明泰准教授 人工知能と医用画像の今」

４ 教育系 北海道教育大学旭川校 数学教育専攻 相馬一彦教授「教師になるための文学の授業」

５ 経済系 釧路公立大学 加藤一郎教授 「経営学への招待：研究対象と課題」

６ 理工系（バイオ・環境科学） 北見工業大学 岡崎文保准教授

クリーンエネルギーの科学－水素製造と燃料電池－

７ 理工系（建築・土木・電子・機械） 室蘭工業大学 濱 幸雄教授

「これからの建築に求められるもの」

８ 文学系 山形大学 三上英司教授 「『論語』に学ぶ後悔しない進路選択術」

９ 法学系 小樽商科大学 岩本尚輝准教授 「認知症と相続問題－孫を養子に迎える意義とは？」

１０ 家政・栄養系 酪農学園大学 小野寺秀一教授

「栄養系大学で学ぶ栄養学～管理栄養士を例にして」

１１ 語学系 北星学園大学 英文学科 江口 均准教授 「いろいろな英語の教え方・学び方」

１２ 心理・カウンセリング系 北海道大学 河原純一郎准教授 「注意と魅力の心理学」

１３ 幼児教育系 旭川大学短期大学部 佐藤貴虎教授 「病気の子ども達のための心理社会的支援」

２年次の目標

１ 身だしなみを整える

２ きちんと挨拶をする

３ 時間を守る



明日の全員模試を受けて、来週から始まる特

別進学講習では、模試の解き直しを行います。

模試が終わったら、必ず自分で解き直しを行っ

て下さい。模試はただ受ければ良いというわけ

ではありません。解き直しをして、できなかったところを今度はで

きるようにする。それが模試を受ける意味だからです。

７ 月 クラスＡ クラスＢ クラスＣ クラスＤ

使用教室 ３Ａ教室 ２年１組 ２年２組 ３階講義室

１７日（水） 数 学 数 学 英 語 英 語

中 島 山田睦 高 橋 鈴木基

１９日（金） 国 語 国 語 数 学 数 学

松 浦 森 静 中 島 山田睦

２２日（月） 英 語 英 語 国 語 国 語

島 角 田 松 浦 森 静

☆今週の週末課題☆ 今回の講習ではその解き直しの練

習を行います。各自

で必ず模試の振り返

りを行いましょう。

できなかったのが悪いのではありません。できなかった

ところをそのままにして、放っておくことが最も悪いこ

となのです。

模試の都度

それを行え

ば、相当な

力が付くこ

とになるで

☆来週の行事と時間割☆ しょう。

日 曜 行 事 等 ★時間割をメモしよう
①②は、１校時２校時を表します。 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

１５ 月

１６ 火 ①～⑦授業 ７時間
週末課題提出（国・数・英） 日 課

１７ 水 ①～⑥授業 ６時間
特別進学講習① 日 課

１８ 木 ①～⑥授業、⑦ＬＨＲ（全国壮行会・体育 ７時間 ＬＨ

大会原案審議・オーキャン事前指導） 日 課 Ｒ

１９ 金 ①～④授業、⑤～⑥大学出前講座 ６時間 大学出前
成績会議 日 課 講 座

進路目標を実現するために、学習時間

を確保するのは言うまでもないこと。

２年の夏、平日の家庭学習時間は１時

間から２時間へ。休日は何時間できるかな？（文責森静）

学校祭が終わって、夏休みまであと

２週間。暑いけど、模試もあるし講

習も始まるし、今年の夏は気合いを

入れて頑張るぞ。他校の生徒に負け

ないぞ。自分に負けないぞ！（ジン）

国 語：模試の振り返り問題

数 学：模試の振り返り問題

英 語：模試の振り返り問題と、

「Ｓｃｒａｍｂｌｅ」のプリント

★小論文頻出テーマ「現代を知る」

テーマ④「日本語日本人」、テーマ⑤「教

育」 ※夏休み前までに取り組もう！

今週の歌

Twinkle twinkle little star,

How I wonder what you are!

Up above the world so high,

Like a diamond in the sky.

Twinkle twinkle little star,

How I wonder what you are!

夏は夜空を見上げることも多

くなると思います。この歌は「キ

ラキラ星」という題名で日本で

もよく知られた童謡ですが、も

ともとはフランスのシャンソン

で、英語に訳されたのが上の詩

です。夏の夜、たまには綺麗な

星空を眺めてみて下さい。


